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研究要旨 脳卒中様発作を呈する MELAS 患者において，発作間欠期においても

全身の酸化ストレスが亢進していることが，FRAS4 による血液中の d-ROMs およ

び BAP の測定で明らかとなった．ミトコンドリア病患者において，酸化ストレ

スおよび抗酸化力の良い指標となることが示され，抗酸化療法の効果のモニタ

リングにも利用できると考えられる． 
 
 

Ａ．研究目的 

 Mitochondrial myopathy, encephalopathy, 

lactic acidosis and stroke-like episodes

（MELAS）は，繰り返す脳卒中様発作を特徴

とし，その発作はしばしば重篤な神経学的症

状を引き起こし予後を規定する．既に，この

脳卒中様発作病巣において，酸化ストレスが

亢進していることが PETを用いた我々の研究

で明らかにされている（Ikawa, Yoneda et al. 

Mitochondrion 2009）．一方，A3243G 変異を

有しても，脳卒中様発作をきたさない患者も

いる．  

今回，我々は，A3243G 変異を有する患者に

おいて，脳卒中様発作を呈する患者と非発作

の患者において，血液中の酸化ストレスおよ

び抗酸化力を比較検討した． 

 

Ｂ．研究方法 

 ミトコンドリア遺伝子 A3243G 変異を有す

る患者 14名（男性 7名，女性 7名，平均 32.1

歳）と正常対照者 34名（男性 20名，女性 14

名，平均 34.6 歳）（対照群）における，血液

中の酸化ストレスマーカー（d-ROMs）と抗酸

化力マーカー（BAP）を FRAS4R を用いて測定

し，各群で比較検討した．患者群はさらに，

脳卒中様発作の既往があり発作間欠期にあ

る MELAS 患者 10 名（男性 5 名，女性 5 名，

平均 27.8 歳）（以下，発作群）と，同変異は

有するが糖尿病，心筋症のみを呈し発作の既

往のない患者 4名（男性 2名，女性 2名，平

均 42.8 歳）（非発作群）に分け検討した． 

（倫理面への配慮）この研究は，福井大学医

学部倫理委員会の承認のもとに行い，患者あ

るいは家族には十分な説明を行った上，文書

による同意を得た． 

        

Ｃ．研究結果 

 A3243G 変異を有する患者全体では，d-ROMs

は 対照群に 比べ有意 に上昇し ており

（p<0.005），BAP/d-ROMs 比は有意に低下して

いた（p<0.02）．発作群では，d-ROMs，BAP と

も 対照群に 比べ有意 に上昇し ていた

（p<0.01）．一方，非発作群では対照群より

BAP が有意に低下していた（P<0.001）． 

 

Ｄ．考察 

 脳卒中様発作を呈する MELAS 患者において

は，発作間欠期においても全身の酸化ストレ

スが亢進していることが明らかとなった．血

液中の d-ROMs および BAP の測定は，ミトコ

ンドリア病患者において，酸化ストレスおよ

び抗酸化力の良い指標となることが示され，

抗酸化療法の効果のモニタリングにも利用

できると考えられる． 

  

Ｅ．結論 

  血液中の d-ROMs および BAP の測定は，ミ

トコンドリア病患者において，酸化ストレス

および抗酸化力の良い指標となる． 
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Ｆ.健康危険情報 

 なし 
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